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【手続補正書】
【提出日】平成21年10月19日(2009.10.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受信信号と，伝送路のチャネル情報と，複数の送信信号候補とを基に，前記送信信号候
補に対応するメトリックを生成するメトリック生成手段と，
　前記メトリックの最小値を探索し，その最小値に対応する前記送信信号候補のビットを
判定値として出力する最小メトリック検出手段と，
　前記受信信号と前記チャネル情報を基に，線形操作と量子化により複数の前記送信信号
候補を生成する送信信号候補生成手段と，
を備えることを特徴とするＭＩＭＯ検波方式．
【請求項２】
　前記送信信号候補生成手段は，
　前記受信信号に対して前記チャネル情報から求める重み付け係数を用いて線形操作を行
い，初期値を求める線形変換手段と，
　前記初期値と前記チャネル情報と前記受信信号とを基に更新値を算出する更新値演算手
段と，
　前記初期値に前記更新値を加算する加算手段と，
　前記加算結果を量子化により複数の前記送信信号候補を生成する量子化手段と，
を備えることを特徴とする請求項１に記載のＭＩＭＯ検波方式．
【請求項３】
　前記送信信号候補生成手段は，
　複素ガウス変数を生成する雑音生成手段と，
　前記受信信号に前記複素ガウス変数を加算する加算手段と，
　前記チャネル情報から求める重み付け係数を用いて前記加算結果に対して線形操作を行
う線形変換手段と，
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　前記線形変換手段の出力を量子化により複数の前記送信信号候補を生成する量子化手段
と，
を備えることを特徴とする請求項１に記載のＭＩＭＯ検波方式．
【請求項４】
　前記受信信号は，複数の受信アンテナで受信した受信波を周波数変換して得られる信号
とし，
　前記チャネル情報は，伝送路のインパルス応答の推定値とすること
を特徴とする請求項１から請求項３のいずれかに記載のＭＩＭＯ検波方式．
【請求項５】
　前記受信信号は，
　複数の受信アンテナで受信した受信波を周波数変換した後，各サブキャリア成分に分離
して得られる信号とし，
　前記チャネル情報は，伝送路の周波数応答の推定値とすること
を特徴とする請求項１から請求項３のいずれかに記載のＭＩＭＯ検波方式．
【請求項６】
　ＭＩＭＯ多重信号を受信する受信装置であって，
　受信信号から伝送路のチャネル情報を算出する伝送路推定手段と，
　前記受信信号と前記チャネル情報とからビット判定値を求める信号検出手段と，
を備え，
　前記信号検出手段は，
　前記受信信号と，前記チャネル情報と，複数の送信信号候補とを基に，前記送信信号候
補に対応するメトリックを生成するメトリック生成手段と，
　前記メトリックの最小値を探索し，その最小値に対応する前記送信信号候補のビットを
判定値として出力する最小メトリック検出手段と，
　前記受信信号と前記チャネル情報を基に，線形操作と量子化により複数の前記送信信号
候補を生成する送信信号候補生成手段と，
を備えることを特徴とする受信装置．
【請求項７】
　前記送信信号候補生成手段は，
　前記受信信号に対して前記チャネル情報から求める重み付け係数を用いて線形操作を行
い，初期値を求める線形変換手段と，
　前記初期値と前記チャネル情報と前記受信信号とを基に更新値を算出する更新値演算手
段と，
　前記初期値に前記更新値を加算する加算手段と，
　前記加算結果を量子化により複数の前記送信信号候補を生成する量子化手段と，
を備えることを特徴とする請求項６に記載の受信装置．
【請求項８】
　ＭＩＭＯ多重信号を受信する受信方法であって，
　受信信号から伝送路のチャネル情報を算出する伝送路推定過程と，
　前記受信信号と前記チャネル情報とからビット判定値を求める信号検出過程と，
を備え，
　前記信号検出過程は，
　前記受信信号と，前記チャネル情報と，複数の送信信号候補とを基に，前記送信信号候
補に対応するメトリックを生成するメトリック生成過程と，
　前記メトリックの最小値を探索し，その最小値に対応する前記送信信号候補のビットを
判定値として出力する最小メトリック検出過程と，
　前記受信信号と前記チャネル情報を基に，線形操作と量子化により複数の前記送信信号
候補を生成する送信信号候補生成過程と，
を有することを特徴とする受信方法．
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】ＭＩＭＯ検波方式，受信装置及び受信方法
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は，携帯電話システム等の無線通信に関するものであり，特に複数の送受信アン
テナを用いて空間多重伝送を行うＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉ
ｐｌｅ　Ｏｕｔｐｕｔ）検波方式，受信装置及び受信方法に関するものである．
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明は，このような課題に鑑みてなされたものであり，最尤検出と同程度のビット誤
り率特性を維持しつつ，演算量を大幅に削減できるＭＩＭＯ検波方式，受信装置及び受信
方法を提供することを目的とする．
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明は，受信信号と，伝送路のチャネル情報と，複数の送信信号候補とを基に，前記
送信信号候補に対応するメトリックを生成するメトリック生成手段と，前記メトリックの
最小値を探索し，その最小値に対応する前記送信信号候補のビットを判定値として出力す
る最小メトリック検出手段と，前記受信信号と前記チャネル情報を基に，線形操作と量子
化により複数の前記送信信号候補を生成する送信信号候補生成手段と，を備えることを特
徴とするＭＩＭＯ検波方式である．
　ここで，前記送信信号候補生成手段は，前記受信信号に対して前記チャネル情報から求
める重み付け係数を用いて線形操作を行い，初期値を求める線形変換手段と，前記初期値
と前記チャネル情報と前記受信信号とを基に更新値を算出する更新値演算手段と，前記初
期値に前記更新値を加算する加算手段と，前記加算結果を量子化により複数の前記送信信
号候補を生成する量子化手段と，を備えることを特徴とする．
　また，前記送信信号候補生成手段は，複素ガウス変数を生成する雑音生成手段と，前記
受信信号に前記複素ガウス変数を加算する加算手段と，前記チャネル情報から求める重み
付け係数を用いて前記加算結果に対して線形操作を行う線形変換手段と，前記線形変換手
段の出力を量子化により複数の前記送信信号候補を生成する量子化手段と，を備えること
を特徴とする．
　また，前記受信信号は，複数の受信アンテナで受信した受信波を周波数変換して得られ
る信号とし，前記チャネル情報は，伝送路のインパルス応答の推定値とすることを特徴と
する．
　また，前記受信信号は，複数の受信アンテナで受信した受信波を周波数変換した後，各
サブキャリア成分に分離して得られる信号とし，前記チャネル情報は，伝送路の周波数応
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答の推定値とすることを特徴とする．
　また，本発明は，ＭＩＭＯ多重信号を受信する受信装置であって，受信信号から伝送路
のチャネル情報を算出する伝送路推定手段と，前記受信信号と前記チャネル情報とからビ
ット判定値を求める信号検出手段と，を備え，前記信号検出手段は，前記受信信号と，前
記チャネル情報と，複数の送信信号候補とを基に，前記送信信号候補に対応するメトリッ
クを生成するメトリック生成手段と，前記メトリックの最小値を探索し，その最小値に対
応する前記送信信号候補のビットを判定値として出力する最小メトリック検出手段と，前
記受信信号と前記チャネル情報を基に，線形操作と量子化により複数の前記送信信号候補
を生成する送信信号候補生成手段と，を備えることを特徴とする受信装置である．
　ここで，前記送信信号候補生成手段は，前記受信信号に対して前記チャネル情報から求
める重み付け係数を用いて線形操作を行い，初期値を求める線形変換手段と，前記初期値
と前記チャネル情報と前記受信信号とを基に更新値を算出する更新値演算手段と，前記初
期値に前記更新値を加算する加算手段と，前記加算結果を量子化により複数の前記送信信
号候補を生成する量子化手段と，を備えることを特徴とする．
　また，本発明は，ＭＩＭＯ多重信号を受信する受信方法であって，受信信号から伝送路
のチャネル情報を算出する伝送路推定過程と，前記受信信号と前記チャネル情報とからビ
ット判定値を求める信号検出過程と，を備え，前記信号検出過程は，前記受信信号と，前
記チャネル情報と，複数の送信信号候補とを基に，前記送信信号候補に対応するメトリッ
クを生成するメトリック生成過程と，前記メトリックの最小値を探索し，その最小値に対
応する前記送信信号候補のビットを判定値として出力する最小メトリック検出過程と，前
記受信信号と前記チャネル情報を基に，線形操作と量子化により複数の前記送信信号候補
を生成する送信信号候補生成過程と，を有することを特徴とする受信方法である．
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　本発明は，以下に記載されるような効果を奏する．
（１）最尤検出と同程度のビット誤り率特性を維持しつつ，演算量を大幅に削減できる．
（２）送信信号候補の数をさらに抑え演算量を大幅に削減できる．
（３）送信信号候補の数を抑え演算量を削減できる．
（４）ＭＩＭＯシングルキャリア伝送に適用できる．
（５）ＭＩＭＯ－ＯＦＤＭ伝送に適用できる．
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